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こんにちはこんにちは

議 会議 会 です。です。みやき町みやき町

こんにちは

みやき町 です。
「子育て支援のまち宣言」

平成24年９月１日

「健幸長寿のまち宣言」
平成27年９月１日

スマートフォンやタブレット端末でイン
ターネット議会中継を視聴できます。

みやき町議会中継 検索

　梅雨空のもと元気に通学する児童たち。
　日々の『見守りボランティア活動』継続中の「み
やき町青少年サポート隊」のみなさまや協力をい
ただいている町民の方々に心から感謝申し上げま
す。� （撮影日　令和２年６月26日　北茂安小学校）
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臨
時
会

令和２年 第２回臨時会　報告

令和２年 第３回臨時会　報告

令和２年 第４回臨時会　報告

会　　期 令和２年４月20日（月）

会　　期 令和２年５月14日（木）

会　　期 令和２年５月27日（水）

議　　案 町提出：３議案

議　　案 町提出：６議案　／　議会提出：１件

議　　案 町提出：２議案

１ 専決処分の承認 みやき町税条例等の一部を改正する条例 承　認

２ 専決処分の承認 みやき町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承　認

３ みやき町副町長の選任 牛島　敏和　氏　（北茂安校区） 同　意

1 専決処分の報告 和解及び損害賠償の額の決定 確　認

2 条例の改正 みやき町税条例の一部を改正する条例 全員賛成

3 条例の改正 みやき町国民健康保険条例の一部を改正する条例 全員賛成

4 条例の改正 みやき町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成

5

補正予算 みやき町一般会計補正予算（第１号）

全員賛成26 億 5,416 万 4 千円を追加し、総額 185 億 3,954 万 3 千円とする
【内容】新型コロナウイルス感染症緊急経済対策実施に伴う特別定額給付金、子育て世帯
への臨時特別給付金、および交付事務に要する経費

6

補正予算 みやき町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

全員賛成130 万円を追加し、総額 38 億 8,745 万 2 千円とする
【内容】新型コロナウイルス感染症に感染するなどした国民健康保険被保険者のうち給与
等を受けている者に対する傷病手当金支給制度の新設

7 意見書 町内一灯点滅式信号機の存続を求める意見書 全員賛成

１

補正予算 みやき町一般会計補正予算（第２号）

全員賛成１億 9,234 万６千円を追加し、総額 187 億 3,188 万９千円とする
【内容】新型コロナウイルス感染症緊急経済対策実施に伴う地方創生臨時交付金事業に要
する経費

２

補正予算 みやき町ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第１号）

全員賛成6,257 万 3 千円を追加し、総額 36 億 6,227 万 7 千円とする
【内容】一般会計で行う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の財源と
しての繰出金
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６
月
定
例
会
・
補
正
予
算

令和２年 第２回（６月）定例会　報告
会　　期 令和２年６月８日（月）～６月16日（火）

議　　案 町提出：40議案／議会提出：３件

３億6,108万円を追加し 総額 190億9,296万9千円 に。

<主な一般会計補正歳出予算>

令和２年度 みやき町特別会計補正予算関係【全議案　可決】

項　　目 補正額 説　明

1
社会保障・税番号制度システ
ム整備委託料

129万３千円
マイナンバー情報を共有するため、インター
ネット内に全自治体間同士の仮想専用回線
を整備するためのシステム整備委託

2 諸税過誤納金還付金 700万円

新型コロナウイルス感染症の拡大による景
気低迷により、事業所等の収益減が見込ま
れ、既に納付があっている予定納税分等に
ついて、還付の増大を想定するもの

3 保育環境改善等事業費補助金 200万円

新型コロナウイルス感染拡大の防止対策と
して、各保育所等の子ども用マスク、消毒
液などの購入経費を１施設当たり50万円以
内の補助

4 保育所等施設整備補助金 ３億1,627万７千円
待機児童対策の一環である保育所施設整備
について、「社会福祉法人和貴福祉会」にお
ける保育所の改修建設等に係る補助金

5
住宅市街地総合整備事業補助
金精算金

138万円 国庫補助金の額の確定による精算金

6 下水道事業特別会計繰出金 902万９千円 下水道事業特別会計への繰出金

7 文化財発掘調査関連委託料 575万６千円
民間事業者の宅地造成事業に伴う埋蔵文化
財の発掘調査受託事業に係る経費

会計の名前 補正額 補正後の総額 説　明

下水道事業
特別会計

902万９千円 17億9,370万円
4月の人事異動によ
る人件費の調整 全員賛成

ふるさと寄附金
基金特別会計

1,212万１千円 36億7,439万８千円
保育所施設整備の財
源として一般会計へ
繰り出し

全員賛成

令和２年度 みやき町一般会計補正予算（第３号） 【可決（賛成10、反対4）】
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６
月
定
例
会
・
議
案
審
議

　<その他の議案>【全議案　可決】

意見書（可決分は国会等へ提出）【可決】

1
条例の改正 みやき町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

全員賛成
　【内容】行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の題名等が改正されたこと

に伴う改正

2
条例の改正 みやき町証明等手数料条例の一部を改正する条例

全員賛成
【内容】法律の一部改正で通知カードが廃止されたため、再交付手数料を削除するもの

3
町有財産の取得 保育所等施設整備用地（旧「いなほの郷」）

全員賛成【内容】土地の所在：みやき町大字原古賀 5440 番 1 他 4 筆 　　面積：10,289.93㎡
取得予定価格：95,695,000 円　　契約の相手方：佐賀県農業協同組合

4
工事請負契約 公共下水道みやき町浄化センター水処理棟設備工事 (５系列 )

全員賛成【内容】指名競争入札：福岡市　鹿島建設（株）九州支店
請負金額：4 億 5,622 万 5 千円（含消費税）　工期：R2.6.15 ～ R3.3.19

5
工事請負契約 北茂安中学校給食室改修工事

全員賛成【内容】指名競争入札：みやき町　平野建設（株）
請負金額：8,195 万円（含消費税）　工期：R2.6.15 ～ R2.11.20

6
物品売買契約 北茂安中学校給食室厨房機器更新事業

全員賛成【内容】指名競争入札：佐賀市　中島厨房設備サービス
請負金額 3,462 万 8 千円（含消費税）　工期：R2.6.15 ～ R2.11.20

7
教育委員会教育長の選任

同　意
【内容】一木　徹也　氏　　（北茂安校区）

8
固定資産評価員の選任

同　意
【内容】牛島　敏和　氏　　（北茂安校区）

9

固定資産評価審査委員会委員の選任

同　意【内容】岡　　耕司　氏　　（中原校区）
　　　 石橋　信好　氏　　（北茂安校区）
　　　 小栁　武久　氏　　（三根校区）

10

農業委員会委員の任命

同　意【内容】24 名の委員候補者全員を同意
「地区割推薦委員候補者」中原校区４名、北茂安校区６名、三根校区８名
「町内全域推薦委員候補者」６名

１ 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 賛成 13
反対　1

２ 公立・公的病院の「再編・統合」の白紙撤回と、地域医療の拡充を求める意見書 賛成 13
反対　1
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一
般
質
問 　一般質問とは、定例会において議員が町の行財政全般について、町と政策討論するもの

です。令和２年第２回定例会の一般質問は 13人が行いました。
　各議員のページには、QRコードと新しくSDGsの 17目標のロゴマークを掲載してい
ます。ＱＲコードからは録画映像をご覧いただけますので是非ご利用ください。
� （掲載は登壇順）

番号 議　員 質　　　　問　　　　要　　　　旨 頁

1 園田　邦広
１. 事務事業の簡素化について
２. 職員採用について

6

2 古賀　　通
１. 女子サッカーＵ - １５推進は町にとって重要政策か
２. ＧＩＧＡスクール構想の進展と充実化

7

3 目野さとみ １. ＧＩＧＡスクール構想について 8

4 牟田　秀文
１. 新型コロナウイルス対策について
２. 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策について
３. 女子サッカー振興について

9

5 益田　　清

１. コロナ禍、メディカルコミュニティセンター事業見通しについて
２. 来年度国保税の税率引き上げを中止し、据え置きを
３. 加湿器について
４. コロナ禍、避難所、避難対策は

10

6 本村　鶴夫

１. 三根運動場の整備について 
２. 防犯カメラの設置方法について
３. メディカルコミュニティセンターについて
４. 新型コロナウイルスの影響に対し第２、第３の支援は

11

7 岡　　広明
１. 豪雨等による災害対策について
２. 新型コロナウイルス感染症対策に伴う災害時の避難場所の対応について
３. ＪＲ中原駅のバリアフリー化及び駅周辺の整備について

12

8 大石　安弘
１. 新型コロナウイルスについて
２. だ液によるがんの早期発見について

13

9 松信　彰文
１. 豪雨対策について 
２. 令和３年６月オープンに向け準備中のメディカルコミュニティ施設につい

て
14

10 平野　達矢 １. 北茂安土地改良区不祥事件への町の対応 15

11 中尾　純子
１. 次期ゴミ処理施設の対応
２. 一般社団法人スポーツコミッションについて問う
３. 学校でのコロナ対策

16

12 田上　幸男
１. 新型コロナウイルスについて
２. 町道中原板部線について

17

13 宮原　宏典
１. 町行政は細心な運営を
２. 新型コロナウイルス感染対策は万全か
３. 町道・歩道建設に於ける作業駐車対策を

18

町政を問う町政を問う一般質問一般質問
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一
般
質
問

問　

こ
の
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
多
く
の
こ
と
が
簡

素
化
で
き
る
。
①
職
員

の
出
退
勤
の
記
録
、
②

時
間
外
勤
務
・
特
殊
勤

務
の
申
請
お
よ
び
管
理
、

③
年
次
休
暇
等
の
申
請

お
よ
び
管
理
、④
給
与
明

細
・
源
泉
徴
収
票
・
各
種
申

請
の
出
力
、
⑤
既
存
の
人

事
給
与
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
が
可
能
と
な
る
。
シ

ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て

は
、
毎
日
各
々
の
職
員
が

入
力
し
報
告
を
行
い
部

課
長
が
確
認
す
る
。

答　

勤
怠
管
理
の
目
的

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
違
反
を
防
ぐ
こ
と
、

職
員
の
健
康
状
態
を
管

理
す
る
等
、
職
員
が
健

康
に
働
け
る
職
場
を
作

る
目
的
も
あ
る
。ま
た
、

庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
職
員

の
勤
務
時
間
や
勤
務
日

数
、
休
暇
等
を
集
計
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り

事
務
の
軽
減
化
が
可
能

と
な
る
。

問　

こ
の
シ
ス
テ
ム
導

入
は
、
令
和
元
年
度
で

予
算
計
上
さ
れ
事
業
開

始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
が
、
翌
年
度
に

繰
り
越
し
に
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

令
和
２
年
１
月
に

稼
働
す
る
予
定
で
協
議

を
進
め
て
き
た
が
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
条

逃
し
、現
在
、非
正
規
雇

用
や
、
ひ
き
こ
も
り
に

な
る
こ
と
が
多
く
、将

来
、
生
活
保
護
受
給
者

が
拡
大
す
る
リ
ス
ク
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
て

い
る
。
国
は
本
年
度
よ

り
、
就
職
氷
河
期
世
代

を
支
援
す
る
た
め
、
今

後
３
年
間
で
６
５
０
億

円
を
確
保
し
、
自
治
体

の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
。本
町

で
も
、こ
の
世
代
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
意
味
に

お
い
て
、
受
験
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答　

就
職
氷
河
期
世
代

と
は
平
成
５
年
頃
～
平

成
16
年
頃
ま
で
に
卒
業

を
迎
え
た
世
代
で
あ
る
。

現
在
こ
の
世
代
の
職
員

は
１
０
９
名
い
る
。
今

後
国
の
交
付
金
を
活
用

で
き
る
雇
用
対
策
事
業

が
示
さ
れ
た
際
に
は
総

合
的
に
検
討
を
行
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
お
よ
び
フ
ァ
ー
ム
バ

ン
キ
ン
グ
の
導
入
を

職
員
採
用
に
つ
い
て

例
化
が
昨
年
12
月
と
な

り
、
臨
時
職
員
の
業
務

検
証
や
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
移
行
の
検
討

に
時
間
を
要
し
た
。

問　

事
業
開
始
に
向
け

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
運
用
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
に
出
勤
簿
、

勤
務
時
間
や
休
暇
情
報

等
を
取
り
込
み
、
令
和

３
年
１
月
か
ら
本
格
稼

働
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
指
定
金

融
機
関
に
給
与
振
り
込

み
等
の
簡
素
化
が
で
き

る
。
利
用
者
に
よ
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
フ
ァ
ー
ム
バ

ン
キ
ン
グ
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
で
き
る
。
本
町

で
は
、
ま
だ
導
入
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
の
媒
体
作
成

に
か
か
る
時
間
は
１
、

２
分
程
度
で
、
特
に
事

務
事
業
の
簡
素
化
に
繋

が
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

公
金
の
適
正
な
管
理
を

怠
る
こ
と
な
く
、
伝
票

の
集
約
等
を
含
め
事
務

事
業
の
簡
素
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

問　

各
自
治
体
お
よ
び

一
部
事
務
組
合
等
で
は

数
年
前
か
ら
導
入
し
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
本
町
で
も
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

答　

指
定
金
融
機
関
に

お
い
て
記
録
媒
体
で
の

デ
ー
タ
受
領
を
続
け
る

こ
と
が
困
難
と
な
れ
ば

当
然
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン

ク
（
フ
ァ
ー
ム
バ
ン
キ

ン
グ
）
を
利
用
す
る
こ

と
と
な
る
。

出
退
勤
の
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
事
務
事
業

の
簡
素
化
を
（
職
員
の
負
担
軽
減
と
、人
件
費
の
削
減
）

職
員
の
勤
怠
管
理
を
行
う
こ
と
は
法
的
義
務
が

あ
る

問答

園田　邦広 議員

問　

就
職
氷
河
期
世
代
、

い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
大
学
を
卒
業
し
た

学
生
が
就
職
の
機
会
を

忙しく仕事する町職員
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一
般
質
問

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

進
展
と
充
実
化
」～
学
習
に
て

情
報
通
信
機
を
活
用
し
て
生

徒
と
教
師
の
授
業
内
容
を
強

化
し
理
解
度
を
深
め
る
計
画

古賀　　通 議員

女
子
サ
ッ
カ
ー
Ｕ
‐
15
（
15
歳
以
下
）
推
進
は

み
や
き
町
の
重
要
政
策
か

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
・
文
化
・
交
流
に
期
待
し
た
い

問答

問　

地
方
自
治
は
一
定

の
地
域
で
条
例
や
財
政

を
確
立
し
、
公
的
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
た

め
住
民
の
意
見
を
議
会

と
役
場
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
合
意
に
至
る
も
の

で
あ
る
。

　

人
口
２
万
５
７
３
１

人
、自
主
財
源
47
％（
平

成
30
年
）、
62
％
（
令

和
元
年
）
の
地
方
自
治

体
で
い
き
な
り
横
綱
相

撲
を
と
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
地
球
規
模
で
拡
大

し
て
い
る
な
か
、
人
の

動
き
も
経
済
活
動
も
停

滞
す
る
。
状
況
は
大
変

厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る

が
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
政
策
を

通
じ
教
育
・
健
康
・
農
業
・

ま
ち
づ
く
り
を
組
み
合

わ
せ
る
。
子
ど
も
た
ち

へ
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
夢
の
教
室
や
体

験
学
習
を
開
き
、
健
幸

長
寿
に
寄
与
す
る
。
農

業
で
は
農
作
物
の
栽
培

や
収
穫
体
験
で
交
流
を

図
る
。
ま
た
、
御
用
聞

き
な
ど
買
い
物
支
援
等

も
展
開
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

問　

民
間
ス
ポ
ー
ツ
会

社
「
リ
タ
ジ
ャ
パ
ン
」

と
一
般
社
団
法
人
の「
み

や
き
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

関
係
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
状
況
は
小
・
中
学
校

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
６
２
０

台
、生
徒
３
人
に
１
台
、

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
は
一

応
充
足
し
て
い
る
。
今

年
は
教
育
用
サ
ー
バ
ー

を
更
新
す
る
。
今
後
数

年
か
け
た
計
画
的
対
応

を
検
討
す
る
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
み
や
き
町

の
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
底

上
げ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
な
ら
び
に
女
子

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
み

や
き
な
で
し
こ
ク
ラ

ブ
」を
運
営
す
る
団
体
。

リ
タ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
ス

ポ
ー
ツ
政
策
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

町
と
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
連
携
・
協
力

し
地
方
創
生
の
推
進
を

図
る
。

　

町
の
一
般
財
源
か
ら

支
出
は
考
え
て
い
な

い
。
あ
く
ま
で
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活

用
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
募
集
す
る
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務

代
行
も
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
集
ま

ら
な
か
っ
た
と
き
は
こ

の
事
業
を
縮
小
す
る
。

問　

最
近
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

で
生
活
様
式
が
変
わ
っ

て
い
る
。
学
校
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
、
企
業

で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
、
で

き
る
か
ぎ
り
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト

（
遠
隔
）
交
流
が
多
様

化
さ
れ
る
社
会
に
ど
う

対
応
さ
れ
る
の
か
。

練習中の女子サッカー選手（18人）

小中学校のタブレット端末

タブレット端末を保管するキャビネット



− 8−

一
般
質
問

問　

文
部
科
学
省
は
小

中
学
生
に
１
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
整
え
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
を
前
倒
し
し
て
実

現
す
る
方
針
。
本
町
も

国
か
ら
の
財
政
支
援
を

最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
を
加
速
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
の
事
業
概
要
と
本

町
の
整
備
状
況
お
よ
び

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
と
は
、
学

校
の
教
室
や
自
宅
に
い

る
児
童
・
生
徒
一
人
一

人
が
学
習
用
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
端
末

を
持
っ
て
お
り
、
授
業

の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通
信
で
は
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
双
方
向
通
信
を

支
障
な
く
行
う
こ
と
が

で
き
る
速
度
と
容
量
を

保
障
で
き
る
よ
う
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
る
状

況
を
つ
く
る
構
想
。
本

町
は
３
人
に
１
台
の
端

末
を
整
備
、
稼
働
率
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
よ
り

効
果
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

答　

通
信
機
器
や
通

信
環
境
が
な
い
家
庭
へ

の
対
策
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ル
ー
タ
ー
と
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
の
貸
し
出
し
の

検
討
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。「
学
習
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
町

内
学
校
の
利
用
は
な
い

が
、
児
童
・
生
徒
の
特

性
や
保
護
者
の
要
望
に

よ
り
導
入
を
検
討
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

も
電
子
黒
板
の
需
要
が

大
き
い
。
学
校
教
育
に

お
け
る
必
要
性
と
掛
か

る
経
費
や
社
会
の
情
報

通
信
に
係
る
状
況
変
容

を
注
視
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
の
増
強
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

問　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
の
や
り
過
ぎ
で

日
常
生
活
が
で
き
な
く

な
る
「
ゲ
ー
ム
障
害
」

を
新
た
な
病
気
に
認
定

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

は
、
良
い
側
面
だ
け
で

は
な
く
、
留
意
す
べ
き

点
も
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
か
ら
遠
ざ

け
る
の
で
は
な
く
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
適
切
に
使
い
こ

な
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
教
師
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活

用
し
て
、
指
導
力
を
高

め
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
は
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
特
化

し
た
支
援
員
を
４
名
配

置
。
教
材
開
発
や
授
業

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用

の
支
援
を
担
い
、
教
師

が
実
際
に
授
業
の
指
導

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
な
が
ら
、
使
用
技
能

を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
臨
時
休
業
に
伴
い
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
注

目
さ
れ
、
保
護
者
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
希

望
す
る
声
も
上
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
通

信
環
境
を
持
た
な
い
家

庭
へ
の
対
応
が
課
題
で

あ
る
。
ま
た
、
読
み
書

き
に
困
難
を
抱
え
て
い

る
児
童
生
徒
に
優
先
し

て
「
学
習
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
」
が
提
供
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
導

入
し
た
場
合
の
教
育
的

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
ど
う
取
り
組
む

数
年
間
を
か
け
た
計
画
的
な
対
応
を
検
討
す
る

問答

目野さとみ 議員
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一
般
質
問

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、

５
月
25
日
「
緊
急
事
態

の
終
了
宣
言
」
が
な
さ

れ
自
粛
の
解
除
が
行
わ

れ
た
が
、
今
後
の
対
策

を
伺
う
。

①
今
後
の
小
中
学
校
で

の
感
染
対
策
は
。

②
学
習
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
た
め
の
対
策
は
。

③
災
害
が
起
き
た
時
の

避
難
所
の
密
集
、密
接
、

密
閉
の
対
策
は
。

答　

①
学
校
現
場
で
は

換
気
を
徹
底
し
、
距
離

を
保
ち
、
少
人
数
編
成

等
を
検
討
。
保
護
者
に

対
し
て
、
不
安
か
ら
登

校
を
見
合
わ
せ
る
場
合

は
欠
席
と
な
ら
な
い
こ

と
の
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

②
標
準
時
間
数
を
確
保

す
る
た
め
夏
休
み
を
短

縮
し
、
終
業
式
を
７
月

31
日
、
始
業
式
を
小
学

校
は
８
月
20
日
、
中
学

校
は
８
月
17
日
と
す
る

こ
と
に
し
た
。

③
避
難
者
間
の
距
離
は

２
メ
ー
ト
ル
程
度
の
確

保
を
行
い
、
検
温
、
健

は
な
い
か
。

答　

女
子
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
と
し
て
町
内
ス
ポ

ー
ツ
全
体
の
底
上
げ
お

よ
び
振
興
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問　

サ
ッ
カ
ー
場
や
寮
、

四
季
彩
の
丘
み
や
き
の

改
築
を
検
討
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
が
町
の
負
担

が
発
生
す
る
の
か
。

答　

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
や
個
人
版
を
活
用

す
る
。
基
本
的
に
一
般

財
源
の
持
ち
出
し
は
考

え
て
い
な
い
。

康
状
態
の
聞
き
取
り
に

よ
り
、
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
検
討
し
て
い

る
。
避
難
者
間
の
確
保

と
し
て
段
ボ
ー
ル
間
仕

切
り
の
導
入
も
提
案
が

あ
り
検
討
し
て
い
る
。

伺
う
。

答　

①
国
税
、
地
方
税

に
関
し
て
は
、
納
税
猶

予
制
度
や
欠
損
金
の
繰

戻
し
に
よ
る
国
税
の
還

付
の
特
例
、
中
小
事
業

者
等
の
固
定
資
産
税
の

減
免
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
環
境
性
能
割

の
臨
時
的
減
免
の
延
長

な
ど
。
国
保
税
に
つ
い

て
は
、
税
額
の
全
額
あ

る
い
は
一
部
を
減
額
で

き
る
こ
と
と
し
、ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て
も
同
様
の

内
容
と
し
て
い
る
。

②
経
済
対
策
商
工
事
業

者
支
援
と
し
て
、
売
上

が
20
％
以
上
減
少
し
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
や

問　

①
税
制
上
の
減
免

措
置
と
し
て
国
税
、
地

方
税
、
社
会
保
険
料
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
「
み
や
き
町
中
小
企

業
事
業
継
続
緊
急
支
援

金
」
に
つ
い
て
交
付
の

対
象
者
や
要
件
、
金
額

お
よ
び
３
千
円
ク
ー
ポ

ン
券
の
期
間
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
緊
急
経
済
対
策
は

女
子
サ
ッ
カ
ー
振
興

に
つ
い
て

問答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で
学
習
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
た
め
の
対
策
は

夏
休
み
を
短
縮
、
終
業
式
を
７
月
31
日
、
始
業
式

を
小
学
校
８
月
20
日
、
中
学
校
８
月
17
日
と
す
る

牟田　秀文 議員

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

融
資
を
受
け
、
町
内
に

店
舗
、
事
業
所
を
有
す

る
中
小
事
業
者
へ
の
み

や
き
町
コ
ロ
ナ
対
策
経

営
者
支
援
給
付
金
10
万

円
を
支
給
す
る
。ま
た
、

住
民
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
町
民
１
人

当
た
り
３
千
円
の
み
や

き
町
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

を
配
布
す
る
。（
利
用

期
間
８
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
）
ま
た
、

飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
支
援
最
大
30
万
円
の

支
援
事
業
を
行
う
。

問　

み
や
き
町
の
子
ど

も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
で
頑

張
っ
て
い
る
。
中
で
も

剣
道
や
柔
道
、
野
球
等

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
先
で

学校での感染対策

女子サッカー練習風景
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一
般
質
問

問　

今
年
度
メ
デ
ィ
カ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
費
23
億
８
千

万
円
を
計
上
し
た
。
２

階
建
の
複
合
施
設
（
Ｂ

＆
Ｇ
温
水
プ
ー
ル
に
隣

接
し
て
建
設
、
石
貝
地

区
）。
維
持
管
理
費
・
運

営
収
入
は
テ
ナ
ン
ト
貸

し
付
け
料
（
現
在
入
居

予
定
事
業
者
16
）
と
な

っ
て
い
る
。
採
算
で
は

大
幅
な
赤
字
の
恐
れ
が

あ
り
税
金
の
投
入
が
予

想
さ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
建
設
中

止
を
求
め
る
。

　

今
日
、
コ
ロ
ナ
禍
、

解
雇
・
雇
い
止
め
・
事

業
主
の
廃
業
等
で
生
活

は
厳
し
く
な
る
ば
か

り
。
町
独
自
支
援
に
こ

そ
税
金
は
生
か
し
て
い

く
べ
き
だ
。

答　

来
年
６
月
オ
ー
プ

ン
に
向
け
、
テ
ナ
ン
ト

入
居
状
況
は
ほ
ぼ
固
ま

っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
現
在
調
査

中
。
賃
貸
料
は
公
有
財

国
保
税
の
税
率

引
き
上
げ
ス
ト
ッ
プ

加
湿
器
に
つ
い
て

産
の
貸
付
基
準
料
の
半

額
減
免
と
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
引
き
下
げ
が

想
定
さ
れ
る
。
健
康
増

進
事
業
に
つ
い
て
参
画

事
業
者
へ
委
託
す
る
こ

と
で
赤
字
を
カ
バ
ー
す

る
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ

る
。
計
画
し
て
い
た
温

泉
掘
削
を
取
り
や
め
温

浴
（
お
風
呂
）
廃
止
な

ど
急
遽
一
部
変
更
し
た

の
で
、
細
部
ま
で
実
施

計
画
は
固
ま
っ
て
い
な

い
。
人
的
配
置
な
ど
赤

字
が
出
な
い
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。
来
年
度

開
設
を
目
指
す
。

問　

町
は
、
来
年
度
の

国
保
税
率
引
き
上
げ
を

示
唆
し
て
い
る
。
一
般

財
源
繰
り
入
れ
で
税
率

の
引
き
上
げ
は
中
止
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
場

合
、
制
度
上
、
税
の
減

免
措
置
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

周
知
徹
底
を
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
、

来
年
度
の
保
険
税
率
に

つ
い
て
判
断
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
含
め
、

今
後
の
推
移
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

益田　　清 議員

維
持
管
理
、
採
算
の
見
通
し
無
し

町
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
中
止
を

テ
ナ
ン
ト
誘
致
に
努
め
、
来
年
度
開
設
へ
進
め

た
い

問答

は
、一
旦
控
え
て
い
る
。

問　

町
は
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
事
業
と
し
て

加
湿
器
６
０
０
台
お
よ

び
消
毒
水
購
入
費
２
５

２
２
万
円
（
加
湿
器
１

台
約
２
万
円
）
を
計
上

し
た
。
し
か
し
、
文
部

科
学
省
等
か
ら
次
亜
塩

素
酸
水
の
噴
霧
・
加
湿

器
は
使
用
し
な
い
よ
う

注
意
喚
起
が
さ
れ
た
。

世
界
保
健
機
構
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
「
消
毒
剤
を
人
体
に

噴
霧
す
る
こ
と
は
推
奨

し
な
い
」
と
し
て
い
る

た
め
だ
。
今
後
の
対
応

と
取
り
扱
い
は
。

答　

今
後
、
水
道
水
に

よ
る
加
湿
を
行
う
な
ど

学
校
現
場
の
意
向
に
沿

っ
た
対
応
を
進
め
る
。

高
機
能
電
解
水
に
つ
い

て
は
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

お
い
て
さ
ら
な
る
有
効

性
の
検
証
研
究
が
進
め

ら
れ
る
と
思
う
。

問　

加
湿
器
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
効
果
が
不
明
、

噴
霧
は
禁
止
す
べ
き
だ
。

答　

学
校
現
場
に
お
い

て
は
文
部
科
学
省
の
指

示
に
従
い
、
高
機
能
電

解
水
の
使
用
に
つ
い
て

問　

保
険
税
率
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
再

検
討
を
願
う
。

答　

県
が
示
す
標
準
保

険
税
率
の
仮
係
数
を
参

考
に
設
定
し
て
い
る
。

◇メディカルコミュニティセンターの事業所および面積
1
階

事業所 面積 2
階

事業所 面積
■居宅介護（１）、（２） 100.00㎡ ■診療所（天神会）・デイケア

　リハビリ 435.00㎡
■訪問看護 50.00㎡
■食品販売店舗 80.50㎡ ■トレーニングジム +受付 +控室 288.45㎡
厨房 29.14㎡ トレーニングスタジオ +控室 77.50㎡
■薬局 81.70㎡ 共用部分 108.62㎡
■サプリメント等販売店舗 45.50㎡ ■ストレス診断 50.00㎡
■店舗（１）～（２） 97.50㎡ ■鍼灸院 50.00㎡
■障がい者就労支援 125.00㎡ ■整骨院 165.00㎡
地域包括支援センター

179.50㎡
■アロマ・エステ 56.00㎡

総合案内 プレゼンテーションルーム 126.00㎡
法律相談 10.50㎡ RICOH展示スペース 27.00㎡
更衣室・温浴施設 521.55㎡ 館長室・応接室 45.00㎡
多目的スペース（１） 135.00㎡ ■ストレスケア 117.00㎡
医療展示ブース 45.00㎡ ■事務所 350.00㎡
多目的スペース（２） 98.15㎡ ■人材派遣 28.00㎡
湯上りスペース 71.50㎡ 　・床面積　１F　2,709.20㎡　

　　　　　　２F　2,518.16㎡　
　　　　　　計　5,227.36㎡（1581.27 坪）
　・駐車場　190台
　・■はテナント

シアタールーム 45.50㎡
地域交流スペース 109.70㎡
キッズスペース 91.00㎡
管理人室 24.50㎡
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一
般
質
問

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事

業
者
の
み
な
ら
ず
町
民

も
大
変
困
窮
さ
れ
て
い

る
。町
と
し
て
は
第
２
、

第
３
の
支
援
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

５
月
14
日
の
全
員

協
議
会
の
中
で
報
告
し

た
16
事
業
を
再
検
討
す

る
と
と
も
に
、
追
加
事

業
と
し
て
何
が
で
き
る

か
役
場
全
体
で
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

予
算
規
模
や
実
施

時
期
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　

予
算
規
模
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
明

確
に
お
示
し
で
き
な
い

が
、
臨
時
交
付
金
の
配

分
も
注
視
し
な
が
ら
追

加
の
支
援
策
と
し
て
何

が
優
先
さ
れ
、
必
要
か

そ
れ
ら
を
検
討
し
て
い

く
中
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。時
期
に
つ
い
て
も
、

決
定
次
第
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
実
施
で
き
る

体
制
を
整
え
た
い
。

三
根
運
動
場
の
整
備

に
つ
い
て

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ラ
ウ
ン
ド
表
土
に
適
し

た
砂
を
５
セ
ン
チ
か
ら

６
セ
ン
チ
し
き
な
ら
し

て
、
締
固
め
を
行
う
。

問　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、山
田
水
辺
公
園
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

各
周
辺
地
に
お
い
て
、

９
０
０
万
円
か
け
実
施

し
て
お
り
、
無
駄
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。

答　

温
泉
掘
削
を
見
送

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

他
の
調
査
地
点
の
結
果

か
ら
も
、
今
後
、
町
施

策
に
お
け
る
温
泉
水
活

用
の
可
能
性
を
ま
だ
十

分
に
残
し
て
お
り
、
そ

の
点
は
調
査
の
成
果
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

温
泉
を
引
か
な
い

と
町
民
が
あ
ま
り
利
用

し
な
い
施
設
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

特
別
委
員
会
で
の

審
議
を
経
て
、
見
送
り

が
決
定
し
た
以
上
は
、

そ
の
他
の
価
値
と
魅
力

答　

７
月
上
旬
頃
に
施

工
業
者
の
選
定
と
契
約

の
締
結
、
７
月
中
旬
頃

に
施
工
業
者
と
の
安
全

対
策
等
の
実
施
協
議
を

行
う
予
定
。
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
現
場
の

施
工
を
行
い
、
10
月
に

計
画
し
て
い
る
町
民
体

育
大
会
開
催
前
ま
で
に

全
面
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

本村　鶴夫 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
対
し

第
２
、
第
３
の
支
援
は

国
の
臨
時
交
付
金
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

準
備
し
て
い
く

問答

問　

本
年
度
行
う
予
定

に
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
工
事
を
行
う

か
。

答　

運
動
場
全
面
に
グ

問　

特
別
委
員
会
で
温

泉
掘
削
し
な
い
こ
と
と

な
っ
た
が
、
平
成
30
年

度
に
温
泉
源
調
査
を
持

丸
古
民
家
、
メ
デ
ィ
カ

整備予定の三根運動場

建設中のメディカルコミュニティセンター

の
創
出
に
努
め
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
温

泉
を
使
わ
な
い
と
意
味

の
な
い
施
設
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
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一
般
質
問

問　

昨
年
の
７
月
、
８

月
の
豪
雨
で
は
大
き
な

災
害
を
も
た
ら
し
た
。

町
で
も
土
砂
災
害
、
浸

水
等
年
々
多
発
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

①
町
内
５
本
の
一
級
河

川
で
堤
防
の
決
壊
数
、

復
旧
工
事
お
よ
び
治
水

対
策
と
し
て
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事

は
。

②
宅
地
開
発
や
事
業
等

の
造
成
工
事
に
よ
る
浸

水
、
冠
水
が
増
し
て
い

る
。町
独
自
の
調
整
池
、

貯
水
池
の
開
発
基
準
を

計
る
べ
き
で
あ
る
。 

③
浸
水
が
発
生
し
や
す

い
地
区
に
対
し
、
人
命

救
助
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を

各
消
防
格
納
庫
に
配
備

せ
よ
。

答　

①
河
川
の
護
岸
崩

壊
は
通
瀬
川
９
カ
所
、

寒
水
川
３
カ
所
、
井
柳

川
１
カ
所
の
13
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。
復
旧
工

事
は
進
め
ら
れ
て
、
寒

水
川
の
１
カ
所
が
秋
に

発
注
予
定
。
土
砂
の
堆

積
、
ヨ
シ
等
の
繁
茂
に

対
し
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
は
年
度

内
計
画
中
で
あ
る
。

災
害
時
の
感
染
対
策

は
急
務
、対
応
は

Ｊ
Ｒ
中
原
駅
の
改
築

と
周
辺
の
整
備
を

②
開
発
、
造
成
に
よ
り

田
畑
等
が
減
少
し
遊
水
・

保
水
能
力
が
低
下
し
て

い
る
。
保
水
能
力
低
下

対
策
に
つ
い
て
他
の
自

治
体
の
調
査
を
行
う
。

③
救
命
用
ボ
ー
ト
は
冠

水
被
害
が
想
定
さ
れ
る

地
域
を
優
先
的
に
計
画

的
な
配
備
を
考
え
て
い

る
。

検
討
す
る
。
内
容
が
決

定
し
た
ら
チ
ラ
シ
等
で

町
民
へ
周
知
を
し
て
い

く
。

答　

①
定
住
や
施
設
の

利
用
等
、
発
信
す
る
こ

と
は
可
能
で
、文
化
、自

然
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば

潜
在
的
魅
力
は
倍
増
す

る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
補
助
金
を
含
め
た
財

源
の
議
論
を
し
た
上
で

町
民
の
機
運
も
含
め
て

事
業
化
の
判
断
を
し
、

そ
の
後
、
担
当
や
委
員

会
設
置
等
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

③
町
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
一
環
と
し
、

そ
の
上
で
必
要
性
を
判

断
し
て
い
き
た
い
。

岡　　広明 議員

豪
雨
等
に
よ
る
治
水
、
浸
水
、
冠
水
対
策
は

避
け
て
通
れ
な
い

総
合
的
な
治
水
対
策
検
討
会
の
設
置
を

今
年
の
秋
、
目
途
に
考
え
て
い
る

問答

問　

梅
雨
、
台
風
シ

ー
ズ
ン
が
近
ま
り
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
に
対
応
し
た
災
害
時

の
避
難
所
は
、
通
常
と

は
違
っ
た
運
営
が
求
め

ら
れ
、
設
置
面
積
や
指

定
場
所
は
大
丈
夫
な
の

か
。

答　

国
の
通
知
や
県
か

ら
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
指
針
が
示
さ

れ
て
い
る
。
過
密
状
態

を
防
ぐ
た
め
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
る
施
設
を

選
定
し
て
、開
設
予
定
。

距
離
を
置
き
、
段
ボ
ー

ル
で
の
間
仕
切
り
等
も

問　

待
っ
た
な
し
。
住

民
の
願
い
、
検
討
を
急

ぐ
べ
き
で
あ
る
。　
　

①
駅
の
あ
る
町
の
魅
力

を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

②
町
と
し
て
の
取
り
組

み
の
意
欲
は
あ
る
の

か
。
整
備
や
構
想
等
の

委
員
会
の
設
置
を
。

③
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

ホ
ー
ム
に
屋
根
等
）、
西

踏
切
内
の
町
道
拡
幅
、

関
連
す
る
町
道
路
整
備

や
塩
漬
町
有
地
の
活
用

等
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
な
ら
び

に
町
民
一
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
構
想
を
せ
よ
。

中原駅のバリアフリー化実現へ

一面に繁茂したヨシ（寒水川・石井区）



− 13 −

一
般
質
問

問　

中
国
よ
り
端
を

発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
問
題
。
世
界
中

の
感
染
者
は
あ
っ
と
い

う
間
に
７
百
万
人
を
超

え
、
佐
賀
県
で
３
月
13

日
、
み
や
き
町
で
も
４

月
４
日
に
発
生
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
恐
怖
は
、
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
を
持
っ
た
人

が
感
染
し
た
場
合
、
未

だ
特
効
薬
が
無
い
こ
と

で
死
亡
に
至
る
。
町
で

は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
予
防
対
策
を
取
ら

れ
、
今
後
、
感
染
者
発

生
時
に
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
国
民
全
体

で
の
不
要
不
急
の
外
出

控
え
の
影
響
が
町
内
事

業
者
に
も
出
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

町
立
学
校
の
臨
時

休
業
や
公
共
施
設
の
利

用
制
限
、
感
染
予
防
策

の
全
戸
チ
ラ
シ
配
布
、

全
戸
へ
の
マ
ス
ク
配

布
、
関
係
機
関
へ
の
消

毒
液
の
提
供
。
学
校
関

係
で
は
、
先
生
・
児
童
・

生
徒
全
員
に
体
温
の
測

定
、
手
指
の
消
毒
、
マ

ス
ク
着
用
、
そ
の
他
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
指
導

し
て
い
る
。
万
一
感
染

者
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
保
健
所
主
導
で
感

染
者
の
隔
離
、
濃
厚
接

触
者
の
追
跡
調
査
、
学

校
の
臨
時
休
業
等
で
拡

大
を
い
ち
早
く
防
ぐ
対

策
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

い
実
施
す
る
。
コ
ロ
ナ

経
済
対
策
と
し
て
、
全

国
民
へ
の
支
援
給
付
、

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
。
事
業
者
に
対
し
て

は
、経
営
支
援
給
付
金
、

特
別
貸
付
、
マ
ル
経
融

資
等
で
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

答　

今
回
の
共
同
研
究

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

倫
理
委
員
会
の
立
ち
上

げ
等
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
多
く
の

町
民
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
町
の
集
団
健
診
時

に
、
だ
液
の
検
体
提
出

に
協
力
を
い
た
だ
く
予

定
。
こ
の
検
査
は
、
特

定
健
診
と
が
ん
検
診
を

同
時
に
受
け
て
も
ら

う
。
約
１
カ
月
後
に
ご

本
人
へ
の
説
明
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

に
あ
っ
て
、
損
保
ジ
ャ

パ
ン
日
本
興
亜(

株)

よ

り
町
へ
研
究
費
と
し
て

１
千
万
円
が
支
払
わ

れ
、
福
岡
大
学
、
サ
リ

バ
テ
ッ
ク
社
と
の
共
同

で
実
施
さ
れ
る
だ
液
検

査
に
よ
り
が
ん
の
早
期

発
見
お
よ
び
高
い
確
率

で
部
位
ま
で
特
定
で
き

る
こ
と
は
ま
さ
に
画
期

的
で
あ
る
。
さ
ら
に
近

い
将
来
、
医
療
保
険
の

対
象
と
な
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
町
民
千

人
の
だ
液
提
供
協
力
者

が
必
要
条
件
と
な
っ
て

い
る
が
、
い
か
に
し
て

協
力
者
を
得
よ
う
と
さ

れ
る
か
。

問　

誰
で
も
検
査
を
受

け
ら
れ
る
の
か
。
だ
液

の
採
取
方
法
は
、
専
用

の
サ
リ
バ
チ
ェ
ッ
カ
ー

さ
え
あ
れ
ば
、
自
分
で

で
き
る
の
か
。

答　

特
定
健
診
の
受
診

が
絶
対
条
件
で
あ
り
、

40
歳
以
上
74
歳
未
満
の

方
。
だ
液
の
採
取
方
法

は
、
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ

て
専
用
の
容
器
に
移
し

て
い
た
だ
く
方
法
と
な

る
。

大石　安弘 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

町
内
事
業
者
へ
の
支
援
は

感
染
拡
大
予
防
対
策
を
強
化
し
、

事
業
者
支
援
を
行
う

問答

問　

日
本
の
死
亡
原
因

の
ト
ッ
プ
は
が
ん
で
あ

り
、
２
０
１
８
年
は
約

31
％
の
人
が
、
が
ん
で

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下

だ
液
に
よ
る

が
ん
の
早
期
発
見

◇だ液によるリスク判定可能ながん種

口腔がん、膵
すい

がん、肺がん
乳がん、大腸がん

・既にサービス開始
・精度を上げるために臨床研
　究継続中
・早期発見以外に再発予測・
　治療効果予測なども試験中

胃がん、婦人科がん（卵
巣・子宮）
泌尿器がん（前立腺・膀
胱・腎臓）

・東京医大・東大・慶応病院
　を中心に臨床研究を実施
・１～１年半をめどに実用化

◇2017年の死亡数が多い部位順
【資料提供：損害保険ジャパン日本興亜 (株 )】

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男　性 肺 胃 大腸 肝臓 膵臓

女　性 大腸 肺 膵臓 胃 乳房

男女計 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓
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筑後川

県道北茂安三田川線県道北茂安三田川線

一
般
質
問

的
に
落
と
し
豪
雨
に
備

え
る
こ
と
は
有
効
だ
。

問　

越
水
・
浸
水
被
害

が
拡
大
。
各
土
地
改
良

区
と
緊
密
に
連
携
し
本

気
で
取
り
組
め
。

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
建
設
計
画

大
字
白
壁
区

新
認
定
こ
ど
も
園

済
情
勢
は
一
変
し
た
。

予
定
企
業
が
現
状
を
下

回
る
よ
う
で
あ
れ
ば
計

画
を
中
断
し
て
内
容
を

再
検
討
す
べ
き
だ
。

答　

予
定
企
業
と
は
コ

ロ
ナ
禍
も
含
め
協
議
を

続
け
て
お
り
意
志
の
変

更
は
な
い
。
８
月
末
ま

で
に
契
約
書
を
作
成
す

る
。

松信　彰文 議員

豪
雨
災
害
防
止
に
農
業
用
幹
線
水
路
の
活
用
を

各
土
地
改
良
区
と
一
体
的
に
取
り
組
む

問答

問　

最
近
の
集
中
豪
雨

の
緊
急
対
策
と
し
て
幹

線
水
路
の
活
用
を
提
案

す
る
。

答　

気
象
予
報
を
基
に

幹
線
水
路
の
水
を
計
画

【メディカル・コミュニティ
建設計画】

建設予定地 市原グラウンドおよび周辺
敷地面積約 19,000㎡

総事業費 約 23億 8,900 万円

契約相手方
（PFI 事業）

みやき町大字簑原 3033番地 3
「メディカルみやき」

工事内容 鉄骨２階建
延べ床面積 5,500㎡

開館予定 2021年（令和３年）６月１日

建物
使用内訳

●医療・診療　
●運動・健康増進
　（含Ｂ＆Ｇプール）
●物販サービス
●福祉・事務所

入居予定
事業所

平成 29年　→　28社
令和 元 年　→　18社
令和 ２ 年　→　  ？

法人名 久留米市
学校法人　森山学園

施　設 幼保連携型 認定こども園

場　所 メディカルコミュニティ北側

予定園児数 120名

開園予定 2022年（令和４年）４月

【各土地改良区の幹線水路の状況】
延長
（ｍ）

上幅
（ｍ）

下幅
（ｍ）

深さ
（ｍ）

容量
（㎥）

１ｍ下げ
容量（㎥）

北茂安 11,204 16.0 4.0 3.0 336,120 179,264
三根東 10,255 22.0 8.0 3.5 538,388 333,288
三根西 11,218 22.0 10.0 3.0 538,464 314,104

土井外・坂口 3,089 10.0 4.0 2.0 43,246 16,990
合　計 35,766 1,456,218 843,645 答　

早
急
に
各
土
地
改

良
区
と
一
体
的
に
取
り

組
む
。

問　

認
定
こ
ど
も
園

の
開
園
を
予
定
し
て
い

る
。
地
元
の
私
立
幼
稚

園
と
の
距
離
が
近
く
競

合
が
心
配
だ
。

答　

認
定
こ
ど
も
園
は

幼
保
連
携
で
幼
稚
園
部

門
は
20
～
30
人
の
予
定

だ
。
競
合
で
は
な
く
相

乗
効
果
を
期
待
し
て
い

る
。

ど
も
園
へ
の
移
行
を
行

う
」
と
し
て
い
る
。
現

在
、
町
内
に
は
５
私
立

幼
稚
園
が
あ
る
。
こ
の

土
地
は
５
幼
稚
園
の
生

き
残
り
の
た
め
の
将
来

用
地
と
し
て
最
適
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

予
定
の
学
校
法
人

は
正
式
な
手
続
き
を
経

て
内
定
し
て
い
る
。
地

元
幼
稚
園
の
今
後
の
経

営
に
は
配
慮
し
て
い
き

た
い
。

筑
邦
銀
行
長
門
石
支
店

　
「
長
門
石
支
店
」
名

で
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
北
側
町
有
地

へ
の
土
地
賃
貸
借
に
よ

る
移
転
提
案
に
は
、

①
名
称

②
審
議
不
足

か
ら
反
対
の
立
場
で
質

問
を
行
っ
た
。

問　

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
で

は
「
令
和
６
年
度
ま
で

に
幼
稚
園
か
ら
認
定
こ

問　

計
画
当
初
28

社
あ
っ
た
テ
ナ
ン

ト
希
望
企
業
が
半

減
し
た
。そ
の
上
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
社
会
状
況
と
経

幹線水路配置図幹線水路配置図
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一
般
質
問

問　

北
茂
安
土
地
改
良

区
で
職
員
の
公
金
使
い

込
み
の
不
祥
事
が
発
生

し
た
。
当
該
土
地
改
良

区
に
は
職
員
人
件
費
２

名
分
と
し
て
平
成
30
年

度
約
１
千
万
円
が
町
民

の
血
税
で
あ
る
お
金
か

ら
、
人
件
費
負
担
金
と

し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
当
該
職
員
が
公

務
中
に
簿
外
口
座
よ
り

払
い
出
し
を
し
、
私
的

に
使
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
、
新
聞
紙
上
に
も

掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し

こ
の
事
件
が
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
た
の
か
住

民
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
独
立
し
た
法
人
で
あ

る
事
は
理
解
で
き
る
が
、

人
件
費
と
し
て
町
か
ら

支
出
さ
れ
た
そ
の
対
象

職
員
が
起
こ
し
た
事
件

に
対
し
、
町
は
ど
う
対

応
さ
れ
た
の
か
。
税
を

納
め
る
町
民
の
一
人
と

し
て
も
納
得
の
い
く
説

明
を
求
め
た
い
。
次
の

８
項
目
に
つ
い
て
伺
う
。

①
負
担
金
を
出
し
て
い

る
町
は
事
件
に
つ
い
て

ど
の
程
度
把
握
さ
れ
て

い
る
か
詳
細
を
伺
う
。

答　

平
成
26
年
３
月

３
日
に
43
万
３
２
７
０

円
、
同
年
４
月
３
日
に

15
万
円
の
合
計
58
万
３

２
７
０
円
を
支
出
し
、

私
的
に
使
用
し
、
平
成

27
年
６
月
25
日
に
全
額

返
還
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
30
年
11
月

答　

土
地
改
良
区
の

５
月
の
広
報
に
こ
の
事

案
の
内
容
の
報
告
と
始

末
書
の
写
し
を
掲
載
し

全
組
合
員
に
周
知
さ
れ

た
。

問　

⑦
負
担
金
を
出
し

て
い
る
町
の
代
表
監
査

委
員
の
考
え
方
を
伺
う
。

答　

簿
外
口
座
に
係
る

も
の
で
あ
り
権
限
外
事

件
で
あ
る
が
、
今
後
、

未
然
防
止
の
た
め
点
検

確
認
を
行
い
た
い
。

問　

⑧
町
長
の
見
解

を
。

答　

監
査
委
員
の
報
告

に
よ
り
町
が
管
理
監
督

す
る
範
囲
内
で
な
い
と

判
断
し
た
。
今
後
適
正

な
事
務
処
理
等
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
等
行
っ

て
い
き
た
い
。

30
日
に
24
万
８
１
０
４

円
、
平
成
31
年
２
月
８

日
に
15
万
３
３
２
０

円
、
同
年
３
月
１
日
に

17
万
１
５
０
０
円
の
合

計
57
万
２
９
２
４
円
を

支
出
し
、
こ
れ
も
私
的

に
使
用
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
事
案
の
発
覚

後
の
平
成
31
年
４
月
24

日
と
25
日
に
全
額
返
還

さ
れ
て
い
る
。

問　

②
当
事
者
（
補
助

対
象
者
）へ
の
対
応
は
。

答　

当
事
者
が
個
別
に

理
事
宅
を
訪
問
謝
罪
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
既
に

退
職
さ
れ
被
害
額
も
全

額
戻
っ
て
き
て
い
る
こ

と
、
被
害
届
を
出
し
て

も
不
起
訴
に
な
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
か
ら
処

分
必
要
な
し
の
結
論
に

な
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

③
こ
の
事
件
に
対

し
佐
賀
県
農
林
水
産
部

長
名
で
県
内
47
土
地
改

良
区
へ
事
件
防
止
対
策

の
文
書
が
送
付
さ
れ
て

い
る
。
事
件
の
重
大
さ

を
認
識
し
た
産
業
課
の

指
導
は
。

答　

業
務
運
営
に
人
件

費
相
当
分
を
町
が
補
助

し
て
い
る
の
で
、
土
地

改
良
法
、
関
係
法
令
等

を
遵
守
し
適
正
運
営
を

す
べ
く
会
計
処
理
を
含

む
全
て
の
文
書
に
つ
い

て
産
業
課
土
地
改
良
担

当
者
職
員
に
も
供
覧
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　

④
事
件
の
責
任
問

題
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答　

現
時
点
で
理
事
長

は
始
末
書
の
謝
罪
文
書

を
提
出
さ
れ
て
い
る
。

問　

⑤
理
事
会
、
総
代

会
で
責
任
問
題
等
出
な

か
っ
た
の
か
。
身
内
に

甘
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

理
事
会
で
は
当
該

職
員
へ
の
処
分
は
必
要

無
し
の
意
見
が
多
数
、

総
代
会
で
も
責
任
者
で

あ
る
理
事
長
の
文
書
で

の
謝
罪
に
つ
い
て
も
否

決
さ
れ
て
い
る
。

問　

⑥
組
合
へ
の
事
件

詳
細
報
告
な
ら
び
に
責

任
所
在
等
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
の
か
。

平野　達矢 議員

北
茂
安
土
地
改
良
区
不
祥
事
件
へ
の
町
の
対
応

「
横
領
し
て
も
返
せ
ば
お
と
が
め
な
し
か
」処
分
に
納
得
で
き
ず

管
理
体
制
を
徹
底
す
る

問答
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一
般
質
問

問　

次
期
ご
み
処
理
施

設
を
、
神
埼
市
・
吉
野

ヶ
里
町
を
含
め
た
２
市

３
町
で
鳥
栖
市
に
令
和

６
年
に
稼
働
で
き
る
よ

う
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、神
埼
市
議
会
、

吉
野
ヶ
里
町
議
会
が
ご

み
処
理
施
設
予
定
地
に

対
し
て
再
選
定
を
求
め

る
決
議
を
可
決
。
佐
賀

県
東
部
環
境
施
設
組
合

の
対
応
を
問
う
。

答　

決
議
の
要
旨
に
つ

い
て
は
、
①
冠
水
等
、

影
響
の
少
な
い
最
適
地

を
再
選
定
。
②
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
が
併
設
で
き

る
最
適
地
を
選
定
。
③

選
定
に
か
か
る
所
要
期

間
、
地
元
地
区
お
よ
び

施
設
運
転
委
託
業
者
へ

延
長
協
議
を
行
い
、
同

意
を
得
る
こ
と
。
こ
の

３
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
組
合
に
お
い
て
は
神

埼
市
議
会
、
吉
野
ヶ
里

町
議
会
に
そ
の
都
度
、

丁
寧
に
対
応
し
、
透
明

問　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防

で
学
校
生
活
も
変
化
し

た
。
教
育
委
員
会
か
ら

の
助
言
は
。

答　

３
つ
の
密
を
徹
底

的
に
避
け
、
マ
ス
ク
着

用
・
手
洗
い
・
検
温
結
果
・

健
康
状
態
の
把
握
、
み

や
き
町
は
現
在
、
文
部

科
学
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、レ
ベ
ル
１
に
該
当
。

１
ｍ
を
目
安
に
学
級
内

で
間
隔
を
あ
け
る
。

問　

こ
れ
を
機
に
み
や

き
町
独
自
の
少
人
数
学

級
を
作
る
べ
き
と
考
え

る
。

答　

少
人
数
学
級
で
、き

め
細
や
か
に
丁
寧
に
児

童
・
生
徒
を
指
導
し
て
い

く
こ
と
は
大
事
な
こ
と

だ
と
考
え
る
。
学
習
面

も
含
め
て
対
応
す
る
。

一
般
社
団
法
人
み
や
き

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
役
割

学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の

か
聞
き
た
い
。

答　

本
町
で
は
、
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

み
や
き
を
拠
点
と
し
て

予
防
医
療
や
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図

っ
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
今
年
１
月
14

日
に
ス
ポ
ー
ツ
政
策
専

門
企
業
と
連
携
協
定
を

締
結
。
公
民
連
携
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を

通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

少
年
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
社
会
体
育
と

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
も

い
る
の
に
な
ぜ
一
般
社

団
法
人
が
必
要
な
の
か
。

答　

現
在
、
教
育
委
員

会
で
は
、
12
歳
ま
で
の

小
学
生
を
会
員
と
す
る

少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
18
歳
以
上
を
会
員
と

す
る
体
育
協
会
が
あ
る
。

13
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の

中
高
生
は
学
校
部
活
動

が
あ
る
が
、
町
教
育
委

員
会
で
も
こ
の
年
齢
層

の
人
間
関
係
の
構
築
や

競
技
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
必
要
と
考
え
て

い
る
。

中尾　純子 議員

次
期
ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
入
道
路
は
、
冠
水

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か

久
留
米
市
や
周
辺
自
治
体
と
の
応
援
協
定
を
あ

ら
か
じ
め
締
結
、
処
理
を
依
頼
す
る

問答

性
の
あ
る
情
報
提
供
と

の
要
望
に
対
し
て
積
極

的
に
知
ら
せ
て
い
く
と

回
答
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
み
や
き
町
と
し

て
は
両
議
会
の
理
解
を

得
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問　

み
や
き
町
で
は
、

少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
社
会
体
育
が
盛
ん
で

あ
る
。
そ
の
す
べ
て
の

ス
ポ
ー
ツ
の
底
上
げ
を

し
て
い
く
と
言
わ
れ
た

が
、
こ
の
一
般
社
団
法

人
み
や
き
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ

次期ごみ処理施設（鳥栖市真木町）

女子バレーボールクラブ練習風景
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一
般
質
問

問　

町
道
中
原
板
部
線

の
現
在
の
進
捗
状
況
、

問
題
点
と
取
り
組
み
、

開
通
見
込
み
時
期
な
ど

す
べ
て
が
分
か
ら
な
い
。

詳
し
い
説
明
を
伺
う
。

答　

平
成
27
年
度
起
点

側
の
石
井
区
よ
り
用
地

買
収
に
着
手
、
翌
年
度

着
工
す
る
。現
在
、計
画

延
長
の
四
割
が
完
成
だ

が
、
用
地
の
未
買
収
区

間
が
２
割
弱
あ
る
た
め

開
通
は
未
定
で
あ
る
。

問　

石
井
区
民
や
町
民

の
方
々
か
ら
は
、
起
点

部
の
交
差
点
の
開
通
を

望
む
声
が
多
く
あ
る
。

町
は
ど
う
答
え
る
の

か
。

答　

起
点
部
の
石
井

区
交
差
点
の
接
続
を
最

優
先
と
し
て
整
備
し
た

い
。
た
だ
、
信
号
の
無

い
交
差
点
で
あ
る
と
事

故
の
多
発
は
、
県
道
神

埼
北
茂
安
線
の
田
島
北

交
差
点
、
こ
す
も
す
館

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て

問　

中
国
か
ら
始
ま

っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
瞬
く
間
に
日
本

そ
し
て
世
界
中
に
拡
散

し
、
多
く
の
感
染
者
、

死
者
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
か

れ
る
の
か
、
教
育
委
員

終
わ
ら
な
い
場
合
は
、

夏
季
休
業
お
よ
び
土
曜

日
に
授
業
を
行
う
こ
と

で
回
復
措
置
を
取
る
。

【
総
務
課
】
町
内
の
各

施
設
、
事
業
に
関
し
て

は
社
会
教
育
、
体
育
施

設
の
対
応
や
町
立
学
校

の
対
応
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
に
関
す
る

事
業
の
対
応
、
職
員
の

感
染
予
防
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

確
認
を
行
い
、
条
件
付

き
で
は
あ
る
も
の
の
利

用
中
止
の
措
置
に
つ
い

て
は
解
除
し
て
い
る
。

問　

大
雨
、
台
風
、
地

震
な
ど
災
害
が
あ
っ
た

場
合
、
特
に
こ
の
時
期

は
大
雨
だ
が
、
避
難
場

所
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
防
止
策
、ま
た
、

第
２
波
、
第
３
波
は
秋

冬
と
寒
く
な
っ
て
か
ら

訪
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
の
町
の
考
え
を

会
、
総
務
課
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答　
【
教
育
委
員
会
】

児
童
生
徒
の
健
康
管
理

は
検
温
を
家
庭
で
行
っ

て
も
ら
い
確
認
で
き
な

か
っ
た
場
合
学
校
で
行

う
。
教
職
員
も
同
じ
。

感
染
対
策
と
授
業
の
両

立
は
、密
閉
・
密
集
・
密

接
の
３
つ
の
密
を
避
け

る
た
め
校
舎
内
の
扉
、

窓
は
開
放
す
る
。
最
大

の
集
団
単
位
を
学
級
単

位
と
す
る
。体
育
実
技
、

運
動
部
活
動
へ
の
留
意

点
と
し
て
は
熱
中
症
防

止
の
た
め
マ
ス
ク
は
外

し
児
童
生
徒
の
間
隔
を

取
り
可
能
な
限
り
屋
外

で
行
う
。
学
習
内
容
が

伺
う
。

答　
【
総
務
課
】
地
震

時
の
避
難
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
へ
の
車
中
避
難
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

風
水
害
を
想
定
し
た
避

難
所
の
開
設
、
運
営
に

つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
他
避
難
者
と
の
接

触
が
な
い
よ
う
避
難
所

の
入
口
は
１
カ
所
、
避

難
者
間
の
距
離
を
２
メ

ー
ト
ル
程
度
確
保
し
て

も
ら
う
。
そ
し
て
避
難

所
が
過
密
状
態
に
な
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
友

人
や
親
戚
、
自
宅
で
の

垂
直
避
難
に
つ
い
て
も

呼
び
か
け
た
い
。

【
教
育
長
】
学
校
内
で

の
感
染
防
止
対
策
は
３

つ
の
密
を
避
け
る
と
い

う
こ
と
で
窓
の
開
放
を

行
っ
て
い
る
。
校
内
で

の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
よ
う
日
々
努
力
す

る
。

田上　幸男 議員

町
道
中
原
板
部
線
の
進
捗
状
況
は

起
点
部
の
石
井
区
交
差
点
を
信
号
機
設
置
と
同

時
に
開
通
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す

問答

南
交
差
点
の
二
の
舞
と

な
る
恐
れ
も
あ
る
。
ま

ず
は
信
号
機
設
置
に
全

力
を
尽
く
し
、
警
察
、

公
安
委
員
会
等
と
協
議

し
な
が
ら
、
一
日
も
早

い
全
線
の
開
通
に
向
け

て
努
力
す
る
。

中原板部線（石井区交差点付近）
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問　

執
行
部
は
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
件
に
つ
い

て
、
議
会
に
報
告
す
る

い
と
ま
が
な
か
っ
た
た

め
２
月
21
日
の
全
員
協

議
会
で
報
告
。
町
長
は

全
員
協
議
会
で
近
い
時

期
に
扶
助
費
が
増
し
財

政
が
厳
し
く
な
る
。
財

源
に
穴
を
あ
け
な
い
よ

う
に
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
全
国
か
ら
い
た

だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
や
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
環

境
整
備
を
行
い
た
い
旨

説
明
。
人
工
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
照
明
、
簡
易
ス

タ
ン
ド
、
寮
等
で
想
定

20
億
円
を
超
え
る
事
業

計
画
で
認
定
申
請
は
冒

険
す
ぎ
だ
。
身
の
丈
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
は
万
全
か

歩
道
乗
り
入
れ
対
策
を

を
維
持
で
き
な
い
。
住

民
へ
の
負
担
が
増
え
る

心
配
は
一
切
な
い
。

問　

財
源
措
置
は
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
が
原

資
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
企
業
は
冷
え
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

寄
附
金
基
金
も
底
が
見

え
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
設

備
で
な
く
監
督
の
力
次

第
、
子
ど
も
に
夢
を
。

答　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

は
町
で
は
な
く
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
が

目
指
し
て
い
る
。
積
極

的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
し
な
が
ら
、
寄
附
を

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
一
般
財
源
持
ち
出
し

に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
状
況
で
は
縮

小
し
議
会
と
協
議
し
た

い
。

合
っ
た
公
共
性
の
あ
る

事
業
を
す
べ
き
だ
と
町

民
も
心
配
し
て
い
る
。

答　

町
財
政
計
画
の
中

で
扶
助
費
・
義
務
経
費

の
伸
び
に
交
付
税
・
税

収
が
比
例
し
な
い
。
企

業
版
・
個
人
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
力
を
入
れ
な

い
と
住
民
の
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
が
で
き
な
い
。

佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
構
想
の
中
で
目

玉
と
し
て
女
子
サ
ッ
カ

ー
を
先
駆
け
た
。
身
の

丈
に
合
っ
た
事
業
を
、

と
い
う
こ
と
だ
が
、
昔

と
違
っ
て
税
収
が
伸
び

交
付
税
が
来
る
時
代
で

は
な
く
、
丈
を
伸
ば
さ

な
い
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

宮原　宏典 議員

町
行
政
は
細
心
な
運
営
を
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
の
実
現
は
冒
険
す
ぎ
だ

サ
ッ
カ
ー
の
運
営
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
う
、
住
民
に
負
担
を
か
け
な
い

問答

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
特
効
薬
は
な
く

感
染
予
防
と
交
付
金
の

対
象
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
今
回
補
正
を
組
ま

せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
は
空
気
感
染

で
な
く
接
触
感
染
で
あ

る
。
な
ぜ
み
や
き
町
は

加
湿
器
な
の
か
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
な
ら
理

解
で
き
る
が
。
ま
し
て

夏
場
に
向
か
い
補
正
予

算
で
６
０
０
台
購
入
は

問
題
だ
。

問　

町
道
の
歩
道
建
設

で
農
作
業
等
に
歩
道
乗

り
入
れ
で
き
ず
困
難
を

来
し
て
い
る
。
特
別
乗

り
入
れ
許
可
証
を
。
建

設
し
た
町
の
責
任
で
あ

る
。

答　

歩
道
の
建
設
で
住

民
の
利
便
性
向
上
、
歩

行
者
の
安
全
を
図
っ
た

こ
と
で
農
作
業
時
に
車

両
を
駐
車
で
き
な
い
と

相
談
が
あ
っ
て
い
る
。

何
か
良
い
方
法
が
な
い

か
、
土
地
改
良
区
と
協

議
を
し
た
い
。

女子サッカー練習試合風景
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般
質
問
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コ
ラ
ム
・
編
集
後
記

我
が
家
で
あ
る
地
球
を
き
れ
い
に
し
よ
う
！
私
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限

で
あ
る
２
０
３
０
年
に
向

け
て
国
連
が
立
ち
上
げ
た

「
行
動
の
10
年
」。
今
、
私

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
何

を
学
ん
で
、
何
を
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

　

は
じ
め
に
鳥
の
目
で
自

分
に
問
い
か
け
て
み
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
で
１
７
の

ゴ
ー
ル
・
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、

地
球
上
の
『
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
』
こ
と
を
誓
っ

て
い
る
。」
こ
と
が
解
り

ま
し
た
。

　

次
に
虫
の
目
で
問
い
か

け
て
み
ま
し
た
。

5 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
！
【
夫
に
家

事
を
協
力
し
て
も
ら
う
。】

7 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん

な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン

に
！
【
買
物
時
の
マ
イ

バ
ッ
ク
利
用
。】

14 

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
！
【
朝
の
通
学
の
子
ど

も
見
守
り
の
帰
り
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
拾
う
。】

こ
れ
は
、
側
溝
の
ふ
た
穴

に
飴あ

め

の
袋
が
落
ち
て
い
る

の
を
見
て
「
今
、
私
が
拾

わ
な
か
っ
た
ら
、
下
水
に

落
ち
、
寒
水
川
か
ら
有
明

海
に
、
そ
し
て
魚
や
ク
ジ

ラ
の
お
腹
に
…
」
考
え
た

だ
け
で
ゾ
ッ
と
し
た
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

以
上
、
意
識
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
無
意
識
に
行
っ
て

い
る
の
は
節
電
や
節
水
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、

①
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
生
活
の
一
部
に
す
る
。

②
自
分
に
で
き
る
取
り
組

み
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
行
動

を
続
け
る
。
こ
の
２
点
を

私
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
行
動
の

10
年
」
と
し
て
い
き
ま
す
。

み
や
き
町
議
会
議
員
全

員
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
『
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
』
を
基

本
理
念
に
一
般
質
問
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
度
、
本
号
よ
り
17
の

ゴ
ー
ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

広
報
編
集
副
委
員
長

目
野
さ
と
み

鳥
の
目
・
虫
の
目
コ
ラ
ム

◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

松
信　

彰
文

副
委
員
長　

目
野
さ
と
み

委　

員　
　

園
田　

邦
広

委　

員　
　

古
賀　
　

通

委　

員　
　

中
尾　

純
子

委　

員　
　

田
上　

幸
男

編

集

後

記

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
、

梅
雨
前
線
は
北
部
九
州
に
停
滞
し

て
い
る
。

　

近
年
は
、
雨
の
降
り
方
が
激
変

し
て
い
る
。
線
状
降
水
帯
が
頻
繁

に
発
生
し
、
そ
れ
が
大
雨
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

大
雨
は
河
川
氾
濫
を
も
た
ら

し
、
浸
水
被
害
と
な
り
大
事
な
生

命
と
財
産
を
奪
っ
て
い
く
。

　

日
頃
の
水
害
防
止
対
策
が
重
要

だ
。�

（
田
） 　

一
灯
点
滅
式
信
号
機

の
存
続
を
要
望

　

５
月
27
日
、
正
副
議
長
、
総
務

文
教
常
任
委
員
長
お
よ
び
町
長

他
３
名
で
佐
賀
県
警
本
部
を
訪
問

し
、
信
号
機
の
存
続
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
町
内
３

カ
所
（
座
主
野
交
差
点
、
中
原
庁

舎
前
、
Ｊ
Ａ
さ
が
三
養
基
地
区
共

同
乾
燥
調
製
施
設
前
）
に
あ
る
信

号
機
が
老
朽
化
・
合
理
化
を
理
由

に
撤
去
さ
れ
る
こ
と
の
通
告
を
受

け
、
現
地
の
交
通
事
情
を
説
明
し
、

存
続
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
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SDGs（エスディージーズ）とは？
　「S

サ ス テ ィ ナ ブ ル

ustainable  D
デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト

evelopment  G
ゴ ー ル ズ

oals」の略で、　「持続可能な開発目標」として、

2015 年国連で採択されました。

　2015 年～ 2030 年に国際社会が取り組む共通目標として 17 目標、169 達成細目

で構成されています。　　地球環境の保護と人類進歩のために

目標１．貧困
「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせよう」

目標４．教育
「全ての人が受けられる公正で質の高い教
育の完全普及を達成し、生涯にわたって
学習できる機会を増やそう」

目標７．エネルギー
「全ての人が、安くて安定した持続可能な
近代的エネルギーを利用できるようにし
よう」

目標２．飢餓
「飢餓を終わらせ、全ての人が１年を通し
て栄養のある十分な食料を確保できるよ
うにし、持続可能な農業を促進しよう」

目標５．ジェンダー平等
「男女平等を達成し、全ての女性および女
児の能力の可能性を伸ばそう」

目標８．経済成長・雇用
「誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促
進し、全ての人が生産的で働きがいのある人間
らしい仕事に就くことができるようにしよう」

目標３．健康と福祉
「あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進しよう」

目標６．水・衛生
「全ての人が安全な水とトイレを利用でき
るよう衛生環境を改善し、ずっと管理し
ていけるようにしよう」

目標９．産業・技術革新
「災害に強いインフラを作り、持続可能な
形で産業を発展させイノベーションを推
進していこう」

◎世界の全ての国・自治体や各種団体・企業が
取り組むのはもちろん、私たち自身も身の回
りのことに引き付けていかに行動するかが問
われています。

目標10．不平等
「国内および国家間の不平等を見直そう」

目標13．気候変動
「気候変動およびその影響を軽減するため
の緊急対策を講じよう」

目標16．平和と公正
「持続可能な開発のための平和的で誰も置
き去りにしない社会を促進し、全ての人
が法や制度で守られる社会を構築しよう」

目標11．持続可能な都市・住居
「安全で災害に強く、持続可能な都市およ
び居住環境を実現しよう」

目標14．海洋資源
「持続可能な開発のために海洋資源を保全
し、持続可能な形で利用しよう」

目標17．実施手段
「目標達成のために必要な手段を強化し、
持続可能な開発にむけて世界のみんなで
協力しよう」

目標12．持続可能な生産・消費
「持続可能な方法で生産し、消費する取り
組みを進めていこう」

目標15．陸上資源
「陸上の生態系や森林の保護・回復と持続
可能な利用を推進し、砂漠化と土地の劣化
に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう」


